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＜連絡事項＞

· 6月3日（水）より「サンサン健康クラブ」（solutions，for，wellness）開始。デイケア利用者様を対象に、毎週水曜日・午後のプログラムで実施していく。前日、担当者は進行手順とポイントの打ち合わせする予定。

· 6月1日より各種申請は、Wizのみの申請となる。

· 5月分の経過連絡を6月10日までに作成すること。新担当がパソコンデスクトップにあるので、各自確認し担当者分を作成すること。

· 田名部　浩平様～現在デイケア体験利用中。「デイケアを正式に利用したい」「仕事しながらデイケア利用したいけど出来る？」「障害者はみんなどんな所に就職してるの？」との話が聞かれる。デイケア利用に関しては主治医に相談してみる事、就労に関しては青明舎に相談してみるように助言している。

＜外来より＞

· 我満　奈津紀様～実に覚えのない請求書が来ているとのこと。スタッフがそのまま放っておくか、又は青明舎に相談することを説明している。

· 森田　清助様～前の職親より「また働かないか」との話あり。青明舎に相談に行っている。

· 大下　良悦様～声掛けに対しての反応が鈍く、肩を叩くなどして始めて気付き反応されている。ぼんやりとした様子が見られ、変薬されている。

＜デイケア事例検討＞　

○清川　厚子様(50)　　心因反応・精神遅滞

【現状】

　　デイケア利用開始より2ヶ月が経過。デイケアには週1回、火曜日の受診日に利用することとなっているが、毎回様々の理由を述べては通所を拒否されており、2～3週間に1回しか通所しない状況が続いている。デイケア利用時には必ず入浴することと退院時に約束していたが、入浴道具や着替えを持参されない事が多く、また「お金がないからデイケアにいけない。お風呂に入れない」と話されることが多い。自宅では退院後一度も洗濯をしていない、一度も入浴していない等の状況であると本人様より話が聞かれており、身体保清が保てず頭部・手指、頚部周辺に白癬が見られている。北村皮膚科に通院しているが、「体調が悪い」「忙しい」等理由で通院拒否みられる事がしばしば見られる。現在、白癬へのアプローチに関しては北村皮膚科・デイケア・訪問看護にて対応しているが、受診拒否やデイケア通所拒否される際には旦那様に電話連絡し、対応を依頼するなどしている。

【対応策】

· デイケアに定期的に通所するように促す。当院受診日には、外来に迎えに行きデイケアに来所

されるよう声掛けする。その際に、通所の必要性について説明したり、本人様の興味のある活動（パソコン・編み物）に取り組める事を説明し、通所を促すようにする。

· デイケア利用時には、入浴を促し身体保清を保つ。デイケア利用時に入浴道具や着替えを持参

していない事や、金銭的な問題を理由に通所や入浴を拒否されることがある為、前日に本人様やご家族に利用に際して準備していただきたいものについて電話等で確認を取るようにする。

· 皮膚科受診に関して、外来・訪問看護・御家族と連携し、中断する事のない様にアプローチしていく。

○下村　藤江様（53）　アルコール依存症・糖尿病

【現状】

デイケア通所開始より約2ヶ月が経過。当初、運動プログラムを徐々に取り入れていき、運動の習慣化と合併症の悪化防止をしていくことを目標としてデイケア利用開始されている。

2ヶ月間の経過の中で、他利用者様やスタッフとのトラブルが頻発しており、体調不良を理由にデイケアを欠席されたり、「苛々してストレスがたまったから帰宅後に飲酒した」との本人様の話が聞かれるようになってきている。また、その中で他者のルール違反については指摘するが、本人様自身がルール違反したことについては正当化して話される事がみられるなど、他罰的な面が見られている。

【対応策】

· 面談や日常会話を通じて本人様とコミュニケーションをとり、信頼関係を構築する。思った事を直ぐに口に出してしまい、周囲とのトラブルを起こしやすく、そのことが本人様のストレスとなる事も多くみられる。スタッフとの信頼関係の構築に伴い、徐々に思った事を直接的に口に出すのではなく、スタッフにまず話すようにアプローチしていく。

· ルールや枠組みを明確化し、自己の言動の正当化や、自分にとって都合のいいように周囲を操作しようとする事、他罰的傾向に対してアプローチしていく。

· 合併症の悪化防止や運動を習慣化するために、運動プログラムを導入していく。




















































